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省エネ技術分野 

エクステリアと緑化計画実務 
～戸建住宅における外構緑化のための提案書の作成技術を習得するコース～ 

受講対象者 造園業の仕事に従事している方、これから造園関連の仕事に従事しようとする方 

講習内容等 

・戸建住宅の外構部に樹木、草花等の植栽計画を行います。 

・エクステリア製品、照明器具、植栽材料等について学びます。 

・門まわり、アプローチ等場所別に緑化手法を学びます。 

・戸建住宅の外構計画の手法を習得します。 

 

 

 

 

 

 

講師 ㈱Ｅ＆Ｇアカデミー 

【使用機器等】  

【持参品】 筆記用具 

コース番号 日    程 

H0901 平成 28 年 12 月 10 日（土）、11 日（日） 

日  数 時   間 定員 受 講 料 

2 日間（12 時間） 9:10～16:00（6 時間／日） 10 名 16,000 円（税込） 

 
建築設計・構造技術分野 

給排水衛生設備設計実践技術 
～ビル・集合住宅・戸建住宅等の設備設計及び施工管理等の知識を習得するコース～ 

受講対象者 ビル・集合住宅・戸建住宅等の設備設計及び施工管理の知識を習得したい方 

講習内容等 

建築設備の概要、給排水衛生設備、空気調和設備の特徴についての訓練により、現場におけ

る生産性向上に役立つ知識、技能を習得します。 

 

・建築設備とは 

・法による規制 

・公共設備施設の調査概要（上下水道、ガス本管等） 

・給排水衛生設備 

・空気調和設備 

・電気設備・ガス設備 

・実例課題 

講師 ㈱ビーエル建築設備研究室  森田 京二 

【使用機器等】  

【持参品】 筆記用具 

コース番号 日    程 

H1002 平成 29 年 2 月 11 日（土）、12 日（日） 

日  数 時   間 定員 受 講 料 

2 日間（15 時間） 9:10～17:30（7.5 時間／日） 10 名 14,500 円（税込） 

 
建築設計・構造技術分野 

室内の温熱環境設計技術 
～ビル・集合住宅等の設備設計及び施工管理等の知識を習得するコース～ 

受講対象者 ビル・集合住宅の空調設備設計及び施工管理の知識を習得したい方 

講習内容等 

事務所、店舗などで、床面積がある一定以上の場合、「建
築物衛生法」によって空気質の管理基準が定められてい
るため、建築物に空調設備を導入する必要があります。
省エネルギー利用に基づく、建物の断熱、遮熱を考えな
がら、空調負荷計算、実務上の問題点を取り上げます。 
 
・法による規制  
・空気調和設備の目的  
・空気調和設備の構成  
・空調負荷計算  
・換気、排煙設備について  
・実例課題 

講師 ㈱ビーエル建築設備研究室  森田 京二 

【使用機器等】  

【持参品】 筆記用具 

コース番号 日    程 

H1102 平成 29 年 1 月 14 日（土）、15 日（日） 

日  数 時   間 定員 受 講 料 

2 日間（12 時間） 9:10～16:00（6 時間/日） 10 名 13,500 円（税込） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑭ ○セミナー受講後の利用者の声④　～居住系セミナー～

平成 27 年度に能力開発セミナーを受講した方々の声です。

 受講者の声
a.　ベクトル図の書き方の基準が理解できた。測定器を使い実際に電灯盤等の測定を行う実習があり、自分のク

セを直すことができた。	 （「現場のための実践的電気計測技術」受講者）

b.　過去の経験談をたくさん聞くことができ、より実践に近い知識を得られた。具体的なアプローチを教示い

ただいた。参考書では得られない内容だった。	 （「室内の温熱環境設計技術」受講者）

c.　自学教材だけでは分からなかった事が、先生に指導していただいて分かるようになった。独学ではわから

なかった、細かい機能などを使うことができるようになった。

	 	 （「実践建築一般図・詳細図作成技術（２次元 CAD）」受講者）

 事業主の声

a.　電気の内容を理解し、メンテナンスを社内で出来る様になった。

	 	 （「現場のための実践的電気計測技術」受講企業）

b.　セミナー受講後、社内で受講内容を発表させたので、受講者以外も再勉強することができた。

	 	 （「給排水衛生設備設計実践技術」受講企業）


